
江 南 中 学 校 の 生 活 

 

集団生活を送る場として、安全に・安心して過ごせるように、生徒会を中心に 

随時見直しを図っていく。 

※Ｒ５年度は、下靴についての決まりを改訂した。 

 

(1)登下校について 

 8 時 15 分までに教室に入り、校内服に着替えて朝読書を始める。 

 8 時 15 分のチャイムが鳴った時点で教室にいない揚合は、「遅刻」とする。 

 登校時の服装は制服とする。 

 登下校は原則徒歩通学とする。自転車通学は許可された生徒のみ。 

 決められた通学路を通る。特別支援学校から正門までは、特別支援学校の駐車

場側を歩く。 

自転車通学者も特別支援学校から北門までは自転車を降りて歩く。 

 下校時の服装は、制服または校内服・部活動の服でもよい。一斉下校の時は、

制服とする。 

 部活動終了後は、速やかに下校する。 

 

(2)服装について 

①制服 

標準型の学生服、本校指定のセーラー服を着用する。 

学生服には力ラーをつけ、黒のベルトを着用する。 

夏のセーラー服にはネクタイをつける。 

 

②校内服 

 校内では、学校指定のジャージ上下・体操服・ハーフパンツを着用する。 

＊名札の枠の色が学年色となる。 

＊体操服、ジャージには、名札を付ける。また、破損のひどいものはとり

かえる。 

③防寒着 

 アウター 部活動で使用しているウインドブレーカー等を着用する。 

＊登下校は、教室まで着て行くことはできるが、教室に入ったら脱ぐ。 

＊下校時は、帰りのあいさつ終了後、教室で着用してもよい。 

 インナー ジャージの下にスクールセーターやトレーナーを着用する。 

＊インナ一着用時は、体操服やジャージから見えないように着用する。 

＊トレーナーやセーター、インナーの色は、紺、グレー、白、黒、茶色を

基調とした、派手な絵柄の無いものとする。 

 手袋、マフラー等 

＊紺、グレー、白、黒、茶色を基調とした派手でないものを着用する。 

＊ネックウォーマー可。 

＊ニットキャップ、フリースブランケットは不可。 

④靴．靴下 

 上靴 学校指定の上靴と体育館シューズを着用する。 

 下靴 白・黒・紺・グレーで、体育の授業と共用できるひも靴のアップ 

シューズを使用する。 

・靴下 白、黒、紺、グレーを基調とした、派手でないものを着用する。 

＊ルーズソックス、極端に長い靴下は不可。 

＊儀式では、短い靴下を履かない。 

＊冬期は黒または肌色のタイツやレギンス等の着用可。 

 

(3)頭髪などについて 

 運動や学習に支障のない髪形とする。 

前髪は目にかからないようにする。肩につく場合は、黒、紺、茶のゴムでしば

る。 

＊整髪料、染色、脱色、パーマなどの人工的な加工をしない。 

＊ツーブロック、ソフトモヒカン、左右非対称にカットをした髪形、えり足だ

け長くするなどの髪形はしない。 

 まゆ毛を加工する、化粧、マニキュア、爪のばし、ピアスなどは禁止。 

 

(4)持ち物について 

①ナップサック、サブバッグ 

 荷物はすべてナップサックに入れてくる。入りきらない荷物については、学校

指定のサブバッグを使用する。 

 ナップサックには「お守り」のみ付けてよい。 

②不要物＝学校に必要のないもの・危険なもの 

③その他 

 制汗剤、日焼け止めクリームの使用を認める。 

＊制汗剤は、無臭のものに限る。 ＊使う場所や時間を考えること。 



(5)校内生活について 

 遅刻した揚合は、職員室に寄って学年の先生に登校したことを伝えてから教室

に行く。 

 アウター以外の防寒着の着脱は昇降口で行う。 

 職員室への入室時は、ナップサックや防寒着などを廊下に置いて入る。 

 職員室に入退室時は、大きな声であいさつをする。 

 鍵を借りる（返す）時や先生の机に物を置く（持っていく）時は、周囲の先生

の許可を得る。 

 保健室を利用するときは、学級担任または教科担任に申し出て、保健室利用カ

ードを持って行く。保健室で 1 時間休んでも体調が治らない揚合は、自宅で休

養したり通院したりする。 

 早退した場合、家に着いたら学校に連絡する。（江南中学校 426-2488) 

 

完全下校時刻 

※行事等で変更になることがあります。 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

18:00 18:00 18:30 18:30 18:00 18:00 

10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

17:15 17:15 17:00 17:15 17:30 18:00 


